
　月　　　日 ( 手術当日 )　　     月　　　日 月　　日 月　　日 月　　日 月　　 日 月　　 日

入　院 手 術 前 手 術 後 手術後１日目 ２日目 ３日目 ４日目 ５日目

･手首にネームバンドをつけ ･起床時頃に採血が ･傷の確認をします｡ ･内診(退院診察)があり ･退院です｡

 ます｡   あります｡  ます｡  午前中の退院をお

 願いします｡

･起床時頃に採血､検尿

･おなかやおへそをきれいに ･排便がなければ浣腸をします｡  があります｡

 して、必要時手術部位の毛

 のカットをします｡ ･内診(腟の洗浄)をします｡ 　　 ･抜鈎(ばっこう)

 (看護師が行います)   (傷口のﾎｯﾁｷｽを取ります)  

･現在飲まれている薬があれ ･排便がなければ

  ばお知らせ下さい｡  下剤をお渡しし

 ます｡(希望時)

･寝る前に下剤を飲んで頂き

  ます。

･ご希望により、寝つきをよ

  くするお薬をお渡しします｡   

･夕食まで普通食又は、病状 ･食事はできません｡ ･食事はできません｡ ･朝:5分粥食 ･以後も、普通食または、

 に合わせた治療食が出ます｡ ･昼:全粥食  病状にあわせた治療食となります｡

･水・お茶のみ手術予定３時間前まで ･手術後4時間たったら水･ ･夕:普通食 または  

･午後９時以降は食事を   飲めます。  お茶のみ飲めます｡  病状にあわせた治療食

  しないで下さい。ただし   (最初に飲む時は、看護師  となります

  水・お茶のみ飲めます｡ 　が付き添います)   　

･処置後、シャワー又は入浴 ･身体を拭きます｡ ･傷の確認後、医師の許可があれば、シャワーが出来ます｡

  をしていただきます｡ ･洗面や歯磨きのお手

 伝いをします｡

･安静の制限はありません｡ 　　　　　　　　　　　　　 ･ベッド上で安静です｡ ･病棟内を自由に動け ･病院内を自由に動けま

　　　　　　　　　　　　　　　  起き上がることはできませ  ます｡  す｡

 んが、横向きや足の曲げ伸

 ばしなどは、積極的に行い

 ましょう｡

  

･入院経過について説明があ ･抜鈎後、傷口の保護 ･退院後の生活に

  ります｡  のためテープを貼り   ついて看護師か

 ます。　貼り方は、   ら説明がありま

  今回入院されるにあたって  看護師が説明します｡   す｡

  不安も大きいと思いますが  ･次回受診日を

  心配な事やわからない事が   お知らせします｡

  ありましたら、遠慮せずに

  お知らせ下さい｡

　　　　　※ お身体の状態により、内容を変更する場合があります。また、入院費概算は、入院経過や治療内容により増減する場合がありますので、予めご了承ください。
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手術開始予定時刻 ：

傷の痛みや発熱・吐き気その他の症状がありましたら、我慢せずにお知らせ下さい｡

注射や坐薬などで対応します｡

尿の管が入っています｡(手術後1日目の午前中に抜きます)

心電図モニターをつけます｡

(手術後1日目に医師に確認後、外します)

酸素吸入をします｡

(手術後約5時間)

手術室に行く前に、肺塞栓予防の為の弾性ストッキングをはきます｡(歩行できるまで)

手術室で背中に痛み止めの管を入れます｡(手術後2日目に抜きます)

手術室に行く前(午前中)から持続点滴を始めます｡(手術後1日目の夕方頃まで)

夕方から痛み止めの内服が始まります｡

(手術後5日目まで)

70歳未満・３割負担 約 15万円～19万円

肺塞栓予防の為の器械を足につける場合があります。

(歩行できるまで)
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婦人科

≪入院費概算≫

≪ 手術前の準備 ≫

①外しにくい指輪、マニキュア、

ジェルネイル、スカルプチュ

ア、まつ毛エクステンション

は入院前に外してください。

②手と足の、爪を短く切ってお

いてください。

③手術当日、入れ歯・眼鏡・コ

ンタクトレンズ貴金属類（時

計・指輪・ピアスなど）は外

してください。

④手術当日、お化粧をしないで

ください。

手術中、ご家族の方は病室または３階の

家族待合室でお待ち下さい。

手術後、主治医より説明があります。

＊個室代(室料差額)や食事代､病衣代は､

別途加算されます。

＊70歳以上の方､高額療養費制度につい

てお知りになりたい方は､別紙をご参照

下さい。

手術日用に水かお茶を

500㎖ペットボトル

1～2本を準備してくださ

い

･少しずつベット上で

起きてみましょう.

･午後から室内を歩い

て

みましょう.

（初回歩行時は看護

師が付き添います）

･尿の管が抜けた後は

※トイレ･洗面･シャワー

以外は室内での安静が必

要です｡


